
社会福祉貢献者表彰式

火災予防絵画コンクール
小学 1 年生から 3 年生を対象にした火災予

防絵画コンクールで、今年度は近隣 4 町の小
学校 8 校から計 44 点の応募がありました。
町内からは 13 点の応募のうち、3 人の作品が
優秀賞に選ばれ、各小学校の校長室で表彰伝
達式が行われました。

周
す だ

田俊
としなり

誠（角田小 1 年）さん 室
むろ

　叶
か な と

夢（継立小 2 年）さん

嶌
し ま の

野優
こ こ ろ

心（栗山小 1 年）さん

交通功労者・優良運転者等表彰式
栗山地区交通安全協会主催の「交通功労者・優良運転

者等表彰式」が 10 月 25 日、カルチャープラザ Eki で行
われました。栗山町からは功労者として 5 人、優良運転
者として 3 人が表彰を受けました。
【交通功労者表彰】 　　　　【優良運転者表彰】
永田　英隆さん（角　田）　菅原　愛子さん（30 年以上）
金谷　雅人さん（松風３）　岩渕　純子さん（30 年以上）
山﨑　信治さん（松風３）　川合　和彦さん（20 年以上）
岡山　　彰さん（角　田）　川合　和彦さん（20 年以上）
原　佳奈子さん（松風２）　川合　和彦さん（20 年以上）

平成 25 年度

町政功労者表彰式
長きにわたり、町政の発展に尽くされた方の功
績をたたえる「平成 25 年度町政功労者表彰式」
が 11 月 1 日ホテルパラダイスヒルズで行われ、
各分野で活躍された 6 人に椿原紀昭町長から表
彰状が手渡されました。

朝日町内会長として 15 年余の
長きにわたり、会員の親睦融

和に尽力され、町内会行事などを
率先して推進し、地域の発展に貢
献。平成 20 年からは、栗山町内連
合会長として組織の円滑な運営や
町の振興発展に寄与されています。

【自治功労者】
椛澤忠彦さん（朝日３）

長年にわたり地域福祉活動などを実践され
てきた方を表彰する『社会福祉貢献者表彰式』

（主催 栗山町社会福祉協議会：橘一也会長）が
11 月 10 日、カルチャープラザ「Eki」で開催
されました。橘会長から 2 人の方に表彰状を、
また、同協議会へ高額寄付をされた 4 人と 1
団体へ感謝状が授与されました。

【社会福祉功労表彰】
藤原　東峰さん（桜丘２丁目）

吉田ハルヱさん（中里）

【感謝状】
※平成 24年 10月 1日～平成 25年 9月 30日までの 1年
間に高額寄附をいただいた方が対象

・長尾　康博さん   （富士）   ・則武　和晴さん（角田）
・井澤　雅子さん（南学田）・谷口　温松さん（富士）
・栗山高等学校生徒会

栗山消費者協会会長として 12 年
余の長きにわたり、消費者教

育や人材育成に尽力され、消費者保
護活動に貢献されています。また、
本年、北海道社会貢献賞を受賞され
ました。

【産業功労者】
稲　市男さん（錦３）

保護司として 20 年余の長きに
わたり社会奉仕の精神をもっ

て青少年の健全育成に尽力され、犯
罪の無い明るい社会づくりに貢献さ
れ、平成９年からは、栗山地区保護
司会理事として、保護司活動の充実
強化の推進にも寄与されています。

【福祉功労者】
川田澄子さん（継立）

消防団員として 32 年余の長き
にわたり、地域の予消防活動

に尽力され、栗山消防団第三分団長
として住民生活の安全確保と防災に
貢献。また、交通安全指導員として
28 年余の長きにわたり、交通安全
の啓発に尽力されています。

【治安功労者】
鈴木英雄さん（大井分）

交通安全指導員として 28 年余の
長きにわたり、街頭指導など

にあたられ交通安全の啓発に尽力さ
れ、交通事故防止に貢献されていま
す。

【治安功労者】
石田　武さん（松風３）

スポーツ推進委員として、22 年
の長きにわたり、地域スポー

ツの普及推進に尽力され、この間、
卓越した知識と豊富な経験を基に、
本町の社会教育振興に貢献されまし
た。

【教育功労者】
渡邊光章さん（松風３）
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項　　　　　目 平成 24 年度の比率は？

実質赤字比率
普通会計における赤字額が、標準財政規模に対して、

どのくらいの割合であるかを示す指標です。年間の赤
字額の割合が大きいほど、財政運営が深刻化している
ことを表します。

連結実質赤字比率
特別会計を含む全会計における赤字額が、標準財政

規模に対して、どのくらいの割合であるかを示す指標
です。年間の赤字額の割合が大きいほど、財政運営が
深刻化していることを表します。

実質公債比率
実質的な借金返済額が、標準財政規模に対して、ど

のくらいの割合であるかを示す指標です。借金の返済
額の割合が大きいほど、資金繰りが悪化していること
を表します。本町では、その年の借金返済額が年収の
18.9％を占めていることを示しています。

将来負担比率
今後負担する実質的な負債額が、標準財政規模に対

して、どのくらいの割合であるかを示す指標です。将
来の負担が見込まれる負債の割合が大きいほど、将来、
財政を圧迫する可能性が高いことを表します。本町で
は、今後返済しなければならない借金総額が、その年
の年収の 0.9 倍あるということを示しています。

資金不足比率
各公営企業会計（水道事業、下水道事業）における

資金不足額が、料金収入などの事業規模に対して、ど
のくらいの割合であるかを示す指標です。

数値が大きいほど、経営が深刻化していることを表
します。

※連結実質赤字が発生している道内市町村：２団体

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

10％ 15％ 20％ 30％

10％ 20％ 30％ 40％

●　栗山町 18.9％（前年 19.6％）

●　全道平均 10.7％（前年 11.7％）

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

15％ 25％ 35％ 40％

●　栗山町 90.4％（前年 93.2％）

●　全道平均 75.1％（前年 87.2％）

健  全  基  準 早期健全化基準

50％ 200％ 350％ 400％

※早期健全化基準以上の道内市町村：1 団体

※早期健全化基準以上の道内市町村：1 団体

今
月
号
で
は
、
平
成
24
年
度
の

決
算
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
た
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
「
資
金
不
足

比
率
」
の
指
標
か
ら
見
る
ま
ち
の

財
政
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
健
全
化
判
断
比
率
の
概
要
は
、

下
記
の
表
①
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
平
成
24
年
度
の
算
定
結
果
は
？

平
成
24
年
度
決
算
に
お
け
る
財

政
状
況
を
健
全
化
判
断
比
率
で
見

て
み
る
と
、
左
記
の
表
②
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
が
、
各
比
率
の
算

定
結
果
が
示
す
と
お
り
、「
健
全

基
準
」
に
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
平
成
20
年
度
を

ピ
ー
ク
に
借
金
返
済
額
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
公
債
費

■
普
通
会
計

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を

統
一
基
準
で
比
較
す
る
た
め
の
会

計
区
分
で
す
。

本
町
の
場
合
は
一
般
会
計
と
北

海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会
計
を

合
算
し
た
も
の
で
す
。

■
標
準
財
政
規
模

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
使
途

の
特
定
さ
れ
て
い
な
い
一
般
財
源

の
額
の
大
き
さ
を
全
国
統
一
の
基

準
に
よ
り
算
出
し
た
額
で
す
。

本
町
の
平
成
24
年
度
標
準
財
政

規
模
は
、
48
億
５
９
５
２
万
円
で

す
。

比
率
、
将
来
負
担
比
率
と
も
に
前

年
度
よ
り
比
率
は
改
善
し
て
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
本
町
の
比
率

は
、
依
然
と
し
て
全
道
の
平
均
を

上
回
っ
て
お
り
、
ま
た
、
景
気
低

迷
に
よ
る
税
収
の
減
や
、
地
方
交

付
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
な

ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
の
指
針
で

あ
る
「
が
ん
ば
る
栗
山
プ
ラ
ン

21
」
の
推
進
に
よ
り
、
計
画
的
か

つ
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎� 7503

平
成
24
年
度
決
算
の
概
要
②
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用
語
の
解
説

健
全
化
判
断
比
率
か
ら
見
る

ま
ち
の
財
政
状
況
は
？

健全化判断比率と資金不足比率

地方公共団体の財政破たんを未然に防ぐた
めに設けられた指標で、町の会計のほか、土
地開発公社や町が加入している一部事務組合
などを含めた、まち全体の財政状況を明確に
したものです。

健全化判断比率として「実質赤字比率」、「連
結実質赤字比率」、「実質公債費比率」、「将来
負担比率」の４項目の指標と、公営企業の財
政状況を把握する「資金不足比率」の公表が
義務付けられています。

それぞれの指標から財政の健全度を「①健
全基準」、「②早期（経営）健全化基準」、「③
財政再生基準」の３段階で表します。

①健全基準

②早期健全化基準、経営健全化基準

③財政再生基準

財政状況が悪化し、「早期（経営）健全化
基準」に区分された場合は、財政（経営）
健全化計画を策定し、自主的な努力により、
財政（経営）再建を図ることになります。

早期健全化基準よりもさらに状況が悪化
し、自主的な立て直しができないと判断さ
れる「財政再生基準」に区分された場合は、
財政再生計画を策定し、国や道の関与のも
と財政再建を図ることになります。町が単
独で行っている施策や公共事業の削減など、
行財政運営全ての面で厳しい制限が加えら
れることになります。

表②

表①

健全化判断比率と資金不足比率の算定結果　●栗山町の数値　●全道平均の数値

栗山町は赤字額が無いため該当していません

※実質赤字額が発生している道内市町村：0 団体

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

栗山町は資金不足が無いため該当していません

※経営健全化基準以上の道内市町村：4 団体

健  全  基  準

10％ 20％ 30％ 40％

経営健全化基準

栗山町は赤字額が無いため該当していません



　

右
の
グ
ラ
フ
は
一
般
世
帯
数
の
推
計
を
表

し
た
も
の
で
す
。
一
般
世
帯
数
は
平
成
17
年

国
勢
調
査
時
ま
で
増
加
を
続
け
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
22
年
調
査
時
か
ら
減
少
に
転
じ

ま
し
た
。
平
成
22
年
か
ら
の
10
年
間
で
一
般

世
帯
が
500
以
上
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お

り
、
平
成
32
年
以
降
は
団
塊
の
世
代
の
減
少

と
と
も
に
、
減
少
が
加
速
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

※
一
般
世
帯
数
と
は
？

　
社
会
施
設
の
入
所
者
、
病
院
等
の
入
院
者
な
ど
は

　
除
く
世
帯
（
住
居
と
生
計
を
共
に
し
て
い
る
人
々

　
の
集
ま
り
）
の
こ
と
で
す
。

　
　

現
在
町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を

お
聞
き
す
る
活
動
の
ほ
か
、
政
策
決
定
の
大

切
な
要
因
で
あ
る
町
の
将
来
人
口
・
世
帯
数

の
推
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
将
来
人
口
の
推
計
で
、
次

期
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
27
～
34
年
の
間
で

１
２
５
０
人
の
人
口
減
少
（
-10.1
％
）
が
見
込
ま

れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
年
少
人
口

は
-21.9
％
、生
産
人
口
は
-14.9
％
と
減
少
率
が
高
く
、

逆
に
老
年
人
口
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、
75
歳
以
上
人

口
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

栗山町第６次総合計画（H27 ～ H34）の策定

どうする？10 年後の栗山町

栗山町第６次総合計画
策定中です。

平成 27 ～ 34 年度（８年間）の町の最上位計画】

　

　

総
合
計
画
と
は
、
ま
ち
の
目
指
す
べ
き
将

来
像
を
定
め
、
福
祉
・
教
育
・
産
業
振
興
・

住
環
境
づ
く
り
な
ど
、
そ
の
期
間
中
に
町
が

進
め
る
全
て
の
政
策
の
根
拠
と
な
る
重
要
な

計
画
で
す
。
町
に
よ
る
毎
年
度
の
事
業
立
案

や
予
算
の
編
成
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
行

わ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
現
行
の
第
５
次
総
合

計
画
が
平
成
26
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
か
ら
新
た
な
計
画
づ
く
り
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
次
期
計
画
は
、
平
成
27
年
度
～

34
年
度
ま
で
の
８
年
間
の
計
画
と
な
り
ま
す
。

総
合
計
画
と
は
？

将
来
人
口
・
世
帯
の
推
計
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高齢化率
32.7％

高齢化率
41.8％

963

一般世帯推計

高齢者単独

高齢夫婦のみ

世帯主が
（65 歳以上）

世帯主が
（40-64 歳）

5,467
5,141

4,802
4,438

4,061

788

◆ 今後起こりうること ― 人口減少・高齢化の加速から

総人口の減少、生産人口の減少により…

・地域内の消費が減少する？

・税収が減少し町の予算規模が縮小？

・地域活動（町内会・育成会・消防

   団など）が維持できなくなる？

・児童生徒の減少は止まらない？

・公共施設の利用が減少する？

老年人口（65 歳以上）の推移から…

・高齢者の人数は変わらないため病

   院の患者数に変化はない？

・75 歳以上の人口、高齢者単独世帯

   の増加により社会福祉施設、介護

   サービスのニーズが増す？

・公共交通の重要性が増す？

一般世帯数の減少により

・市街地の空洞化が加速する？

・空き家（危険家屋）が増える？

・生産人口減少と相まって、新規住

   宅需要が減少する？

◆ 今後検討すべき主な政策課題

人口減少時代への対策を

「若者の移住・定住対策」
子育て世代の減少を抑制（子育て・
教育環境の充実、企業誘致、宅地・
住宅支援、新規就農支援など）

「空き家・空き地対策」
危険な老朽家屋、景観をそこなう空
き地の対策

「地域コミュニィの体制づくり」
町内会・まちづくり協議会などの支援

「都市農村交流の推進」
町外からの交流人口拡大と経済効果
創出（自然・農業体験事業の推進、
合宿誘致、農産物の魅力発信など）

「公共施設の効率的・効果的な活用」
など

高齢社会への対策を その他の主な対策課題

「新たな情報伝達手段の構築」
防災無線・ラジオなどの導入検討

「空き店舗対策の充実」
中心市街の活性化

「広域サービスの構築」
近隣市町村との連携

「コンパクトなまちづくり」
人口減少に対応した住環境・都市基
盤づくり　など

　

こ
ん
に
ち
は
、
一
般
社
団
法

人
栗
山
青
年
会
議
所
理
事
長
の

飯
尾
隆
亮
で
す
。

本
年
は
、

「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち

づ
く
り
す

べ
て
は
未
来
の
宝
の
た
め
に
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
青
年

会
議
所
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

未
来
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
、
故
郷
の
大
切
さ
・
自
然

の
大
切
さ
を
夕
張
川
を
通
じ
て

伝
え
る
た
め
に
、「
サ
ケ
の
稚

魚
放
流
事
業
」
や
「
遡
上
見
学

ツ
ア
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
青
少
年
育
成
事
業
で
は
、

栗
山
町
の
子
ど
も
た
ち
以
外

に
、
由
仁
町
・
長
沼
町
の
子
ど

も
た
ち
に
も
呼
び
か
け
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
「
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
」、
栗
山
町
を
中
心
と
し

た
南
空
知
の
魅
力
を
地
域
の
皆

さ
ん
に
伝
え
た
「
く
り
や
ま
マ

ル
シ
ェ
」
で
は
、
栗
山
の
野
菜

で
ス
イ
ー
ツ
を
作
ろ
う
と
企
画

し
、
町
内
の
小
中
学
生
が
考
案

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ

を
、
マ
ル
シ
ェ
当
日
限
定
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普

段
の
生
活
で
は
体
験
出
来
な
い

機
会
を
経
験
し
、
故
郷
の
魅
力

の
出
会
い
、
川
の
魅
力
に
出
会 �

こ
ん
に
ち
は
！

い
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い
、

心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ

を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
た
ち
の
「
笑
顔
」、

子
供
た
ち
の
「
笑
顔
」
と
出
会

い
、
た
く
さ
ん
の
「
笑
顔
」
で

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
・
輝
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
な
る

よ
う
な
青
年
会
議
所
運
動
を
考

え
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
開
催
し
た
青
年
会
議
所

事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
み
な
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
青
年
会
議
所
運

動
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

1
年
間
の
青
年
会
議
所
事
業
を
振
り
返
っ
て

3,500 人の来場者で賑わった
くりやまマルシェ

今年、初めての実施
サケ遡上見学ツアー

子どもたちの笑顔があふれたＪＣキャンプ

将来人口の推計

将来世帯数の推計
（一般世帯数）

「健康づくりの推進」
各種健（検）診の受診率向上など

「在宅福祉・在宅医療の推進」
高齢者の地域での生活を支える
 「介護者（ケアラー）支援の充実」
老々介護といわれる状況への対応
 「生きがい創出」
元気な高齢者の社会活動の場づくり

「効果的な町営バスの運営」
生活の足の確保

「地域防災の体制づくり」
高齢者単独世帯の増加に対応

「悪質化する犯罪対策」
高齢者に対する振り込め詐欺、還付
金詐欺への対策

など
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